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(百万円未満切捨て)

１．平成31年２月期第３四半期の連結業績（平成30年３月１日～平成30年11月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年２月期第３四半期 69,030 － 2,993 － 3,272 － 2,299 －

30年２月期第３四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 31年２月期第３四半期 2,299百万円( －％) 30年２月期第３四半期 －百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

31年２月期第３四半期 116.47 －

30年２月期第３四半期 － －
　

（注）平成31年２月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成30年２月期第３四半
期の数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

　
（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

31年２月期第３四半期 41,670 18,817 45.2

30年２月期 － － －
(参考) 自己資本 31年２月期第３四半期 18,817百万円 30年２月期 －百万円
　

（注）平成31年２月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、平成30年２月期の数値に
ついては記載しておりません。

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年２月期 － 0.00 － 20.00 20.00

31年２月期 － 0.00 －

31年２月期(予想) 21.00 21.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

　

３．平成31年２月期の連結業績予想（平成30年３月１日～平成31年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 93,000 － 3,780 － 4,110 － 2,940 － 148.93
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
　

平成31年２月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載
しておりません。
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 －社（社名） 、除外 －社（社名）

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 31年２月期３Ｑ 19,741,200株 30年２月期 19,741,200株

② 期末自己株式数 31年２月期３Ｑ 975株 30年２月期 975株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年２月期３Ｑ 19,740,225株 30年２月期３Ｑ 19,740,225株

　
※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算
に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
なお、当社は平成30年４月24日にマーケティング事業等を行う子会社「Medica株式会社」を新規設立したことに

より、平成31年２月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

当社は、平成30年４月24日にマーケティング事業等を行う子会社「Medica株式会社」を新規設立いたしました。

これにより、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及

び前連結会計年度末との比較については記載しておりません。

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、企業収益や雇用環境の改善を背景に緩やかな回復基調で推

移したものの、各国の通商問題や政策動向の影響が懸念される等、先行きは不透明な状況となっております。

当社グループの営業基盤であります東北地方においても全般に持ち直しの動きがみられるものの、個人消費は横

ばい圏で足踏み状態が続いており、依然として厳しい経営環境となりました。

このような状況の中、当社グループは、販売価格や品揃えの強化を図り、来店客数及び買上点数の増加に取り組

むとともに、小商圏ドミナント出店を推進し、ドラッグストアを岩手県６店舗、青森県６店舗、秋田県４店舗、宮

城県５店舗、山形県４店舗、福島県２店舗の合計27店舗を新規出店いたしました。また、岩手県の100円ショップを

退店し、当第３四半期連結会計期間末の店舗数は265店舗（うち調剤併設型３店舗、調剤専門薬局１店舗）となりま

した。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は690億3千万円、営業利益は29億9千3百万円、経常利益

は32億7千2百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は22億9千9百万円となりました。

（参考）前第３四半期累計期間の個別業績と比較した場合の増減率は、売上高10.9％増、営業利益11.7％増、経常利

益3.8％増、四半期純利益7.0％増となります。

なお、当社グループはドラッグストア事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため

セグメント情報の記載を省略しております。主要なドラッグストア事業における部門別の業績は次のとおりです。

① ヘルス

医薬品は健康食品、感冒薬等が伸張し、衛生用品では介護用紙おむつ、生理用品等が伸張いたしました。調

剤も堅調に推移いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比6.3％増加し、147億5千万円となりました。

② ビューティ

化粧品は基礎化粧品、男性化粧品等が伸張し、トイレタリーではオーラルケア、ボディソープ等が伸張いた

しました。その結果、売上高は前年同四半期比8.8％増加し、115億1千5百万円となりました。

③ ホーム

日用品は衣料洗剤、家庭紙等が伸張し、衣料品では軽衣料、靴下等が伸張いたしました。バラエティ部門は

ペット関連商品等が伸張いたしました。その結果、売上高は前年同四半期比11.6％増加し、137億1千7百万円と

なりました。

④ フード

食品は飲料、菓子、日配品等が伸張し、酒類ではビール類、酎ハイ等が伸張いたしました。その結果、売上

高は前年同四半期比13.7％増加し、289億9千7百万円となりました。

（注）第１四半期連結会計期間から、前事業年度において「コンビニエンスケア」部門に分類しておりました「食

品」「酒」について、「フード」部門として記載する方法に変更しております。なお、その他の「コンビニエ

ンスケア」部門については、「ホーム」部門に組替えて記載しております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、416億7千万円となりました。

流動資産は174億7千万円となりました。主な内訳は、現金及び預金11億8千7百万円、商品139億3千5百万円等であ

ります。

固定資産は241億9千9百万円となりました。主な内訳は、建物及び構築物172億9千7百万円、投資その他の資産42

億1千4百万円等であります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、228億5千2百万円となりました。

流動負債は177億1千1百万円となりました。主な内訳は、買掛金114億8千5百万円、１年内返済予定の長期借入金

22億8千9百万円等であります。

固定負債は51億4千万円となりました。主な内訳は、長期借入金38億4千1百万円、資産除去債務11億3百万円等で

あります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、188億1千7百万円となりました。

主な内訳は、資本金10億8千万円、資本剰余金13億3千1百万円、利益剰余金164億5百万円等であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第３四半期連結累計期間における業績は概ね計画通りに推移しており、現時点において平成30年４月５日に

公表しました業績予想数値に変更はありません。

決算短信（宝印刷） 2019年01月04日 15時12分 5ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



株式会社 薬王堂(3385) 平成31年２月期 第３四半期決算短信

- 4 -

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,187

売掛金 500

商品 13,935

その他 1,847

貸倒引当金 △0

流動資産合計 17,470

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 17,297

土地 686

その他（純額） 1,651

有形固定資産合計 19,635

無形固定資産 349

投資その他の資産 4,214

固定資産合計 24,199

資産合計 41,670

負債の部

流動負債

買掛金 11,485

短期借入金 400

1年内返済予定の長期借入金 2,289

未払法人税等 484

賞与引当金 218

ポイント引当金 355

店舗閉鎖損失引当金 66

その他 2,411

流動負債合計 17,711

固定負債

長期借入金 3,841

資産除去債務 1,103

その他 196

固定負債合計 5,140

負債合計 22,852

純資産の部

株主資本

資本金 1,080

資本剰余金 1,331

利益剰余金 16,405

自己株式 △0

株主資本合計 18,816

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1

その他の包括利益累計額合計 1

純資産合計 18,817

負債純資産合計 41,670
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

売上高 69,030

売上原価 53,006

売上総利益 16,023

販売費及び一般管理費 13,030

営業利益 2,993

営業外収益

受取利息 19

受取事務手数料 100

固定資産受贈益 66

その他 104

営業外収益合計 290

営業外費用

支払利息 10

その他 0

営業外費用合計 10

経常利益 3,272

税金等調整前四半期純利益 3,272

法人税、住民税及び事業税 1,078

法人税等調整額 △105

法人税等合計 973

四半期純利益 2,299

非支配株主に帰属する四半期純利益 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,299
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
当第３四半期連結累計期間
(自 平成30年３月１日
　至 平成30年11月30日)

四半期純利益 2,299

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 0

その他の包括利益合計 0

四半期包括利益 2,299

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 2,299

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結の範囲の重要な変更）

第１四半期連結会計期間において「Medica株式会社」を新規設立したことにより、同社を連結の範囲に含め

ております。
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３．その他

（１）仕入及び販売の状況

　当社グループは、ドラッグストア事業を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいことから、

ドラッグストア事業における部門別及び地域別の仕入及び販売の状況を記載しております。

① 仕入実績

当第３四半期連結累計期間における部門別仕入実績を示すと、次のとおりであります。

部門別

平成30年２月期第３四半期
（自 平成29年３月１日

　 至 平成29年11月30日）

平成31年２月期第３四半期
（自 平成30年３月１日

　 至 平成30年11月30日）
前年同期比

(％)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

ヘルス 9,851 19.8 10,334 18.6 ＋4.9

ビューティ 8,171 16.5 8,784 15.8 ＋7.5

ホーム 10,207 20.5 11,843 21.4 ＋16.0

フード 21,485 43.2 24,490 44.2 ＋14.0

合 計 49,715 100.0 55,453 100.0 ＋11.5

（注）第１四半期連結会計期間から、前事業年度において「コンビニエンスケア」部門に分類しておりました「食

品」「酒」について「フード」部門として記載する方法に変更しております。なお、その他の「コンビニエ

ンスケア」部門については「ホーム」部門に組替えて記載しております。

② 販売実績

イ．部門別販売実績

当第３四半期連結累計期間における部門別販売実績を示すと、次のとおりであります。

部門別

平成30年２月期第３四半期
（自 平成29年３月１日

　 至 平成29年11月30日）

平成31年２月期第３四半期
（自 平成30年３月１日

　 至 平成30年11月30日）
前年同期比

(％)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

ヘルス 13,872 22.3 14,750 21.4 ＋6.3

ビューティ 10,584 17.0 11,515 16.7 ＋8.8

ホーム 12,291 19.7 13,717 19.9 ＋11.6

フード 25,508 41.0 28,997 42.0 ＋13.7

合 計 62,256 100.0 68,980 100.0 ＋10.8

（注）第１四半期連結会計期間から、前事業年度において「コンビニエンスケア」部門に分類しておりました「食

品」「酒」について「フード」部門として記載する方法に変更しております。なお、その他の「コンビニエ

ンスケア」部門については「ホーム」部門に組替えて記載しております。

ロ．地域別販売実績

当第３四半期連結累計期間における地域別販売実績を示すと、次のとおりであります。

地域別

平成30年２月期第３四半期
（自 平成29年３月１日

　 至 平成29年11月30日）

平成31年２月期第３四半期
（自 平成30年３月１日

　 至 平成30年11月30日）
前年同期比

(％)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

青 森 県 7,581 12.2 8,937 13.0 ＋17.9

秋 田 県 7,248 11.6 8,245 11.9 ＋13.8

岩 手 県 25,945 41.7 27,764 40.2 ＋7.0

宮 城 県 16,548 26.6 17,698 25.7 ＋7.0

山 形 県 4,932 7.9 6,007 8.7 ＋21.8

福 島 県 － － 327 0.5 －

合 計 62,256 100.0 68,980 100.0 ＋10.8
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